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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
、
九
州
の
屋
根
と
い
う
高
千

穂
・
阿
蘇
・
久
住
山
の
一
翼
を
担
う
、
祖
母
山
（
一
七
五

八
メ
ー
ト
ル
）
を
水
源
、
分
水
嶺
と
し
て
別
府
湾
に
流
れ

入
る
、
大
野
川
の
上
流
五
十
四
キ
ロ
の
中
程
の
地
点
の
緒

方
町
で
す
。
小
学
校
の
童
謡
唱
歌
の
「
荒
城
の
月
」
の
豊

後
竹
田
城
址
は
隣
町
で
、
山
は
深
緑
で
水
清
く
、
人
々
の

心
豊
か
で
人
情
味
は
深
く
住
み
良
い
農
山
村
で
す
。 

 

我
が
家
は
両
親
の
元
に
姉
二
人
、
兄
二
人
の
末
っ
子
の

五
人
兄
弟
で
七
人
家
族
で
し
た
。
家
業
は
先
祖
よ
り
の
農

業
で
、
田
地
一
町
五
反
歩
を
耕
作
し
、
畑
地
も
八
反
歩
、

山
林
も
少
々
有
り
ま
し
た
。
年
中
多
忙
で
、
特
に
春
秋
の

農
繁
期
な
ど
お
手
伝
い
さ
ん
に
来
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

ま
あ
当
時
は
中
位
の
生
活
状
態
で
し
た
。
子
供
心
に
も
働

く
事
は
良
き
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

学
校
も
義
務
教
育
の
六
年
を
経
て
高
等
科
二
年
を
卒
業

し
ま
し
た
。
当
時
政
府
の
陸
・
海
軍
部
が
台
頭
し
大
き
な

政
治
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
私
ら
の
後
日
の
知
識
で

「
満
州
事
変
と
満
州
国
建
国
」
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年

三
月
一
日
、
満
州
国
建
国
宣
言
、
民
主
協
和
制
、
執
政
・

溥
儀
皇
帝
陛
下
が
就
任
着
座
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
当
時

関
東
軍
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

石
原
莞
爾
・
板
垣
征
四
郎
等
の
活
躍
で
「
五
族
協
和
」

と
い
い
、
満
州
・
漢
・
蒙
古
・
朝
鮮
・
大
和
を
も
っ
て
理

想
世
界
の
建
設
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
征

け
満
蒙
へ
」「
王
道
楽
土
の
建
設
だ
」
等
々
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
ポ
ス
タ
ー
に
書
か
れ
て
、
役
場
や
警
察
、
学
校
や
公
会

堂
等
に
配
布
・
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
僕
も
早
く
一
人

前
の
人
間
と
な
っ
て
親
孝
行
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

自
分
一
人
で
何
が
で
き
る
か
、
働
く
の
は
何
が
一
番
か

と
考
え
、
青
雲
の
志
に
燃
え
「
男
一
匹
」
働
く
ぞ
の
気
概

に
燃
え
て
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
に
応
募
し
ま
し
た
。
勿
論
合

格
で
し
た
。
親
の
承
認
を
受
け
る
に
当
た
り
、
母
親
は
少

し
不
安
の
よ
う
で
し
た
が
了
承
し
て
頂
き
ま
し
た
。
末
っ
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子
の
甘
え
ん
坊
だ
っ
た
か
ら
一
入
寂
し
か
っ
た
の
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
十
三
年
七
月
十
三
日
、
我
十
六
歳
の
初
陣
で
す
。 

「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」
と
し
て
茨
城
県
内
原
訓
練

所
に
入
所
し
ま
し
た
。
出
発
に
際
し
て
は
大
勢
の
郷
土
の

人
の
お
見
送
り
を
受
け
ま
し
た
。
少
年
男
子
と
し
て
必
ず

成
功
す
る
ぞ
の
心
意
気
で
出
動
し
ま
し
た
。
同
時
に
入
団

し
た
同
期
生
は
二
百
三
十
人
で
し
た
。
日
本
全
国
か
ら
集

い
し
若
人
た
ち
で
す
。
全
員
頬
を
紅
潮
さ
せ
「
意
気
天
を

突
く
」
の
感
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

訓
練
所
内
で
は
す
べ
て
が
軍
隊
式
で
し
た
。
起
床
六
時
、

早
朝
作
業
、
点
呼
、
朝
食
、
前
段
作
業
、
昼
食
、
後
段
作

業
、
夕
食
、
学
習
、
点
呼
、
消
燈
、
就
寝
の
す
べ
て
で
し

た
。 

 

満
蒙
に
お
け
る
開
拓
団
は
、
明
治
維
新
の
北
海
道
の
屯

田
兵
の
近
代
版
と
で
も
い
う
も
の
で
し
た
。
雄
大
な
満
州

の
荒
野
の
開
拓
の
原
動
力
は
す
べ
て
馬
力
を
使
用
す
る
の

で
そ
の
た
め
の
馬
屋
当
番
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
馬
の
飼

育
や
調
馬
（
農
耕
作
業
）
で
特
に
鋤
等
を
着
装
し
て
大
地

を
耕
作
地
に
す
る
た
め
の
調
教
で
す
。
そ
し
て
一
旦
緩
急

時
に
は
鍬
を
銃
に
持
ち
替
え
て
国
防
に
当
た
る
こ
と
が
要

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
適
格
な
軍
事
教
練

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

三
八
式
歩
兵
銃
に
よ
る
操
作
、
射
撃
、
銃
剣
術
等
な
ど

も
大
切
な
教
練
で
し
た
。
以
上
は
す
べ
て
国
家
の
た
め
で

あ
り
、
ひ
い
て
は
自
分
達
の
た
め
だ
と
徹
底
的
に
教
育
・

訓
練
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
所
で
の
訓
練
は
、
僅
か
三

カ
月
余
り
で
し
た
が
十
六
歳
の
少
年
の
心
に
は
一
生
を
夢

見
る
ご
と
き
猛
勉
強
で
し
た
。 

 

青
雲
の
志
に
漲
り
い
よ
い
よ
出
陣
の
機
到
れ
り
で
、
二

百
三
十
人
が
隊
伍
を
整
え
て
、
ま
ず
一
番
に
東
京
二
重
橋

に
て
宮
城
を
遥
拝
し
、
靖
国
神
社
に
武
運
長
久
を
祈
願
す

る
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
駅
発
車
。
汽
車
は
汽
笛
を

鳴
ら
し
煙
を
靡
か
せ
な
が
ら
一
路
西
方
に
向
か
い
疾
走
し

ま
し
た
。
時
は
昭
和
十
三
年
九
月
で
し
た
。 

  
福
井
県
敦
賀
の
港
か
ら
、
大
き
な
御
用
船
に
乗
り
組
ん
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で
日
本
海
を
横
断
し
て
朝
鮮
、
清
津
港
へ
上
陸
し
ま
し
た
。

即
刻
列
車
に
乗
車
し
同
日
、
鮮
満
国
境
（

們
）
を
通
過

し
て
満
州
国
へ
入
り
ま
し
た
。
九
月
十
三
日
で
し
た
。 

 
こ
こ
よ
り
さ
ら
に
北
上
し
、
満
州
国
北
安
省
鉄
驪
県
に

着
き
、
こ
こ
よ
り
は
徒
歩
行
進
に
て
「
鉄
驪
訓
練
所
」
へ

入
所
し
ま
し
た
。
当
時
、
同
訓
練
所
に
は
八
千
人
の
開
拓

団
員
が
い
ま
し
た
。
渺
々
た
る
大
平
原
で
、
遥
か
遠
く
大

興
安
嶺
の
山
波
が
望
め
る
だ
け
で
「
一
望
千
里
」
と
は
こ

の
よ
う
な
光
景
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
先
輩
の
指
導
に
て
、
各
々
作
業
（
任
務
）
分

担
及
び
日
課
規
律
（
守
則
）
を
学
び
ま
し
た
。
す
べ
て
が

完
全
な
軍
隊
組
織
と
訓
練
で
し
た
。
た
だ
違
う
の
は
階
級

が
無
く
、
先
輩
も
自
分
達
も
同
一
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
銃

を
背
負
い
手
に
鍬
を
持
っ
て
の
作
業
で
し
た
。
時
に
は
独

立
守
備
隊
の
兵
隊
さ
ん
と
一
緒
に
「
鉄
道
警
備
」
の
勤
務

に
従
事
し
ま
し
た
。 

 

短
い
春
か
ら
夏
本
番
と
秋
の
訪
れ
も
早
く
、
寒
く
永
い

冬
が
労
苦
の
種
で
し
た
。
深
夜
狼
の
遠
吠
え
を
聴
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
鹿
（
ノ
ロ
）
や
山
鳥
、
雉
子
の

狩
猟
に
行
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
国
境
線
が
近
い
た
め

に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
現
ロ
シ
ア
）
と
の
防
衛
・
守
備
や
、

現
地
人
の
中
に
も
馬
賊
・
匪
賊
の
集
団
が
い
る
と
か
、
緊

張
の
日
々
を
四
カ
年
経
過
し
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
厳

寒
時
は
零
下
三
〇
、
四
〇
度
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
最

大
の
労
苦
で
し
た
。 

  

昭
和
十
七
年
四
月
、
現
地
に
て
徴
兵
検
査
が
あ
り
、
青

少
年
義
勇
軍
の
徴
兵
検
査
該
当
者
（
二
十
歳
の
日
本
男
子
）

全
員
受
検
し
ま
し
た
。
全
員
が
甲
種
合
格
か
第
一
乙
種
合

格
で
し
た
。
第
一
乙
種
合
格
者
も
全
員
、
甲
種
合
格
に
編

入
さ
れ
、
結
果
的
に
は
全
員
甲
種
合
格
で
し
た
。 

 

自
分
は
同
年
十
二
月
十
五
日
付
に
て
の
入
隊
で
し
た
。

部
隊
は
「
哈
爾
浜
、
関
東
軍
山
砲
兵
第
二
十
八
連
隊
」
通

称
号
満
州
第
三
七
九
部
隊
第
二
大
隊
第
五
中
隊
に
現
役
兵

と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
開
拓
団
義
勇
軍
の
同
僚
が
整
列

し
て
「
万
歳
三
唱
」
に
て
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
内
地

（
郷
土
）
か
ら
の
出
征
で
あ
れ
ば
盛
大
な
お
見
送
り
で
、

万
歳
と
歓
呼
の
声
や
日
の
丸
の
旗
の
波
だ
ろ
う
が
、
北
満
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の
現
地
入
隊
で
す
。 

 

初
年
兵
教
育
を
充
分
受
け
、
昭
和
十
八
年
三
月
第
一
期

の
検
閲
を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
間
ち
ょ
っ
と
の
時
間
も

有
効
に
活
用
し
勉
強
を
行
い
、
ま
た
時
に
は
銃
剣
術
に
も

精
励
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
行
為
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、

各
々
一
選
抜
で
進
級
し
ま
し
た
。
そ
し
て
中
隊
長
か
ら
「
周

藤
、
下
士
官
候
補
の
試
験
を
受
け
よ
」
と
申
し
渡
さ
れ
ま

し
た
。
受
験
、
即
、
合
格
で
し
た
。
そ
し
て
浜
江
省
阿
城

の
関
東
軍
下
士
官
候
補
者
教
育
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。 

  

厳
し
い
猛
特
訓
で
し
た
が
無
事
教
育
は
終
了
し
て
、
昭

和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
原
隊
復
帰
命
令
が
発
令
（
原

隊
、
斎
々
哈
爾
に
移
動
）
さ
れ
、
部
隊
長
へ
復
帰
の
申
告

を
し
て
第
五
中
隊
勤
務
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

三
カ
月
経
過
し
た
同
年
七
月
一
日
付
に
て
動
員
命
令
が

下
り
ま
し
た
。
山
砲
兵
連
隊
の
編
成
概
要
は
左
の
よ
う
で

し
た
。 

 

第
一
大
隊 

九
四
式
七
五
ミ
リ
砲 

十
二
門 

 

第
二
大
隊 

九
四
式
七
五
ミ
リ
砲 

十
二
門 

 

第
三
大
隊 

九
四
式
七
五
ミ
リ
砲 

十
二
門 

 

徒
歩
中
隊 

九
九
式
小
銃 

百
五
十
丁 

 

観
測
隊
、
通
信
隊
、
輜
重
隊
、
兵
員
三
、
〇
〇
〇
人 

 

軍
馬
二
三
〇
頭
に
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

部
隊
長 

 
 

梶
松
三
郎
大
佐
（
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
勇

将
） 

 

第
二
大
隊
長 

鬼
塚
少
佐 

 

第
五
中
隊
長 

渡
辺
大
尉 

 

小
隊
長 

 
 

並
木
中
尉 

 

分
隊
長 

 
 

森
田
軍
曹 

右
が
自
分
の
直
接
の
上
司
で
し
た
。 

  

大
本
営
は
こ
の
頃
に
は
「
持
久
戦
争
で
な
く
決
戦
戦
争

の
段
階
」
と
全
軍
に
指
示
・
指
令
を
発
し
て
い
ま
し
た
。

間
も
な
く
斎
々
哈
爾
兵
営
を
後
に
出
動
し
ま
し
た
。
南
方

軍
ら
し
い
と
の
噂
（
流
言
）
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

南
満
州
鉄
路
を
南
下
、
七
月
七
日
鮮
満
国
境
安
東
（
黄

緑
江
）
通
過
。
七
月
八
日
釜
山
着
。
同
十
三
日
乗
船
出
航

で
門
司
港
に
一
時
停
泊
、
全
員
船
倉
に
缶
詰
さ
れ
、
外
を
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見
る
こ
と
も
厳
禁
で
し
た
。
要
防
諜
（
ス
パ
イ
）
の
た
め

で
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
十
四
日
、
輸
送
船
二
隻
が
駆
逐
艦
「
白

雪
」
と
今
一
隻
に
護
衛
さ
れ
て
、
門
司
出
帆
と
同
時
に
目

的
地
任
務
等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
第
十
方
面
軍
、
秘
匿

号
（
湾
）
台
湾
に
在
任
。
直
轄
兵
団
は
、
五
個
師
団
・
七

旅
団
・
一
飛
行
団
で
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
第
三
十
二
軍

（
球
）
集
団
、
沖
縄
等
南
西
諸
島
配
備
（
隷
下
部
隊
）、
第

二
十
四
師
団
（
山
）
、
第
六
十
二
師
団
（
石
）
、
第
二
十
八

師
団
（
豊
）
、
第
四
十
四
旅
団
（
球
）、
第
五
十
五
旅
団
（
球
）、

第
五
十
九
旅
団
（
碧
）
、
第
六
十
六
旅
団
（
駒
）
、
大
東
島

支
隊
等
々
に
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
達
の
部
隊

は
、
豊
第
五
六
四
七
部
隊
で
す
。
「
い
よ
い
よ
決
戦
の
機
至

る
」
だ
と
全
員
の
顔
に
闘
志
が
漲
り
ま
し
た
。 

  

昭
和
十
九
年
七
月
十
七
日
、
沖
縄
本
島
の
東
側
中
城
湾

に
一
時
寄
港
、
翌
日
那
覇
に
入
港
し
ま
し
た
。
し
か
し
我

が
隊
は
「
宮
古
島
守
備
隊
、
国
島
を
死
守
せ
よ
」
の
命
令

を
受
け
ま
し
た
。
同
月
二
十
五
日
、
宮
古
、
平
良
港
入
港
、

即
上
陸
で
し
た
。
兵
員
・
武
器
（
火
砲
）
軍
馬
、
弾
薬
、

糧
秣
等
々
完
全
な
臨
戦
態
制
で
す
。
同
日
夜
半
に
、
宮
古

島
中
部
の
長
山
（
海
抜
一
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
の
最
高
地
点

に
本
部
を
設
置
し
、
各
々
大
隊
、
中
隊
、
小
隊
と
分
散
配

備
に
付
き
ま
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
早
速
、
各
陣
地
の
構
築
で
す
。
珊
瑚
礁
の
山

や
海
岸
線
に
鶴
嘴
と
ス
コ
ッ
プ
で
防
空
壕
、
待
避
壕
、
戦

闘
壕
（
た
こ
壷
）
等
を
一
生
懸
命
に
造
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
時
に
米
軍
の
偵
察
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
十
月
十
日
、
敵
の
艦
載
戦
闘
機
グ
ラ
マ
ン

が
初
空
襲
に
来
ま
し
た
。
こ
の
時
は
損
害
は
軽
微
で
し
た

が
、
で
も
い
よ
い
よ
戦
闘
開
始
だ
と
全
員
緊
張
の
面
持
ち

で
し
た
。
十
月
二
十
日
頃
か
ら
十
二
月
初
め
の
五
十
日
程

の
間
は
、
早
朝
か
ら
日
暮
れ
ま
で
幾
百
機
も
の
敵
機
の
爆

撃
を
受
け
、
ま
た
超
低
空
で
の
機
銃
掃
射
、
乱
射
に
て
海

岸
線
の
第
一
陣
地
か
ら
中
央
部
へ
の
第
二
、
第
三
陣
地
ま

で
見
る
も
無
惨
な
大
打
撃
を
受
け
、
空
爆
に
よ
る
威
力
の

物
凄
さ
は
筆
舌
に
は
表
わ
せ
ら
れ
な
い
程
で
し
た
。 

 
防
空
壕
も
戦
闘
壕
も
一
瞬
に
し
て
吹
き
飛
び
、
戦
死
者
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の
遺
体
も
四
散
し
ま
し
た
。
地
上
戦
闘
に
対
し
て
は
充
分

対
抗
で
き
る
防
戦
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
空
へ
の

（
対
空
戦
）
攻
撃
に
対
し
て
は
残
念
な
が
ら
無
策
で
し
た
。

敵
機
の
我
が
物
顔
で
の
跳
梁
は
恨
み
に
思
う
も
の
の
詮
方

な
し
で
し
た
。
艦
砲
射
撃
と
敵
軍
の
上
陸
の
無
か
っ
た
の

が
救
い
で
し
た
、
と
今
も
懐
古
し
て
い
ま
す
。 

  

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
日
、
第
二
大
隊
長
・
鬼
塚
少
佐

か
ら
呼
び
出
さ
れ
「
周
藤
伍
長
は
兵
十
人
を
指
揮
し
て
、

現
在
、
宮
古
島
に
お
け
る
戦
死
二
一
〇
柱
の
御
遺
骨
を
鹿

児
島
へ
護
送
せ
よ
」
と
の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
復
唱
し
、

各
隊
か
ら
の
選
抜
兵
士
十
人
を
引
率
、
先
導
し
て
、
海
軍

の
御
用
船
「
山
下
丸
」
に
乗
船
し
平
良
港
を
出
航
し
ま
し

た
。
十
二
月
十
二
日
の
夜
半
で
し
た
。 

 

船
長
の
話
で
は
「
敵
潜
水
艦
及
び
飛
行
機
の
襲
撃
を
回

避
す
る
た
め
夜
間
航
行
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
八
日
深
夜
に
鹿
児
島
港
に
投
錨
し
ま
し
た
。
即
上
陸
で

す
。
軍
よ
り
連
絡
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
夜
中
過
ぎ
で

し
た
が
灯
火
管
制
の
町
を
威
儀
を
正
し
て
山
下
町
の
大
園

旅
館
に
案
内
さ
れ
、
翌
朝
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
失
礼

の
無
い
よ
う
に
衛
兵
が
立
哨
し
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
十

九
日
、
鹿
児
島
西
本
願
寺
別
院
に
安
置
申
し
上
げ
ま
し
た
。

各
々
原
隊
へ
連
絡
済
み
で
し
た
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
か

ら
「
御
遺
骨
受
領
者
」
が
威
儀
を
正
し
て
「
お
出
迎
え
に

来
ま
し
た
」
と
敬
礼
を
さ
れ
、
引
き
取
っ
て
帰
ら
れ
ま
し

た
。 

 

自
分
以
下
十
一
人
は
、
昭
和
二
十
年
の
正
月
で
し
た
が
、

任
務
終
了
で
す
ぐ
原
隊
へ
復
帰
し
ま
し
た
。
し
か
し
船
便

が
無
く
て
困
惑
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
海
軍

駆
潜
艇
が
「
球
第
五
六
一
一
部
隊
」
へ
の
補
充
要
員
、
見

習
士
官
以
下
四
十
人
を
乗
船
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ

に
同
行
、
同
乗
さ
せ
て
頂
き
那
覇
の
港
ま
で
帰
り
、
こ
こ

か
ら
は
陸
軍
機
の
宮
古
島
へ
の
飛
行
便
に
同
乗
さ
せ
て
頂

き
、
宮
古
平
良
空
港
へ
と
帰
着
し
ま
し
た
。
即
日
、
梶
部

隊
長
並
び
に
鬼
塚
大
隊
長
へ
御
英
霊
護
送
に
対
し
て
、
無

事
勤
め
た
と
御
苦
労
の
「
賞
詞
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

  
昭
和
二
十
年
三
月
末
よ
り
米
軍
機
が
一
日
に
何
回
も
飛
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来
し
偵
察
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
四
月
一

日
よ
り
沖
縄
戦
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
本
島
近
海
は
、

米
・
英
・
豪
連
合
軍
の
艦
艇
が
海
を
埋
め
つ
く
し
ま
し
た
。

十
八
万
余
の
大
軍
団
が
上
陸
し
、
迎
え
打
つ
日
本
軍
は
第

三
十
二
軍
、
牛
島
中
将
の
率
い
る
「
山
兵
団
」
「
石
兵
団
」

と
海
軍
根
拠
地
隊
等
、
合
計
七
万
七
千
人
と
県
民
義
勇
軍

二
万
五
千
人
で
し
た
。 

 

四
月
六
日
、
帝
国
海
軍
は
「
菊
水
一
号
作
戦
」
を
発
令

し
、
戦
艦
「
大
和
」
率
い
る
巡
洋
艦
以
下
八
隻
が
沖
縄
を

出
撃
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
四
月
七
日
、
沖
縄
第
三
十
二

軍
の
総
攻
撃
に
呼
応
す
る
た
め
で
し
た
が
、
敵
機
動
部
隊

の
空
爆
に
よ
り
、
我
が
戦
艦
四
隻
沈
没
、
駆
逐
艦
等
小
型

軍
艦
の
み
が
帰
投
す
る
と
い
う
惨
状
で
し
た
。 

 

陸
軍
部
隊
も
全
滅
玉
砕
に
等
し
き
惨
状
を
呈
し
ま
し
た
。

六
月
十
九
日
牛
島
軍
司
令
官
は
各
方
面
に
決
別
を
打
電
し

ま
し
た
。
辞
世
に
は
「
秋
を
ま
た
で
、
枯
れ
小
島
の
青
草

は
、
皇
国
の
春
に
、
蘇
へ
ら
な
む
」
と
。
今
一
首
「
矢
弾

つ
き
、
天
地
染
め
て
散
る
を
て
も
魂
か
へ
り
つ
つ
皇
国
ま

も
ら
む
」
と
詠
み
、
長
勇
参
謀
長
と
共
に
切
腹
自
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
先
の
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
に
わ
た
り
、
沖
縄
師

範
学
校
女
子
部
、
沖
縄
第
一
高
等
女
学
校
生
徒
等
に
よ
る

「
ひ
め
ゆ
り
部
隊
」
が
戦
死
及
び
自
決
者
多
数
に
い
た
り

ま
し
た
。
軍
部
も
各
部
隊
首
脳
は
自
決
し
ま
し
た
。 

 

十
三
日
間
に
軍
人
、
軍
属
、
一
般
国
民
等
の
戦
死
傷
者

十
八
万
六
千
五
百
人
に
の
ぼ
っ
た
の
で
す
。 

  

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
五
日
、
大
本
営
は
沖
縄
戦
終
焉

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
宮
古
島
は
敵
の
上
陸
が
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
も
し
上
陸
し
た
ら
本
島
同
様
の
惨
状
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
空
襲
の
み
で
自
分
は
助
か
っ
た
の
だ
、

上
陸
を
見
、
砲
火
を
交
え
た
ら
自
分
は
一
番
に
戦
死
し
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、
全
員
集
合
命
令
で
整
列
し

ま
し
た
。
部
隊
長
が
厳
粛
な
面
持
ち
で
「
昨
日
正
午
、
天

皇
陛
下
の
玉
音
報
告
が
あ
り
ま
し
た
」
と
『
終
戦
の
大
詔

が
下
さ
れ
た
』
こ
と
を
下
達
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
寂
と
し

て
声
な
し
で
し
た
。 
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そ
れ
か
ら
五
日
程
経
過
し
た
頃
に
、
米
軍
が
上
陸
し
て

来
ま
し
た
。
士
官
に
よ
る
武
装
解
除
が
始
ま
り
、
各
火
砲

は
じ
め
す
べ
て
の
武
器
、
手
榴
弾
に
至
る
ま
で
、
全
部
員

数
を
照
合
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
以
後
我
々
は
戦
場
犯
罪

者
（
Ｐ
Ｗ
）
と
し
て
米
軍
の
指
揮
に
て
諸
作
業
、
特
に
米

軍
が
使
用
す
る
中
飛
行
場
の
修
復
、
整
地
等
に
従
事
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
給
与
は
米
軍
食
糧
で
し
た
。
穴
倉
生
活
か

ら
「
テ
ン
ト
村
」
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
の
頃
「
マ
ラ
リ
ア
」
に
罹
病
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
熱
帯
マ
ラ
リ
ア
三
日
熱
と
い
っ
て
発
病
す
る
と
悪

寒
が
走
り
、
数
十
分
後
に
四
〇
度
以
上
の
高
熱
が
出
ま
す
。

時
に
は
意
識
が
無
く
な
り
ま
し
た
。 

  

昭
和
二
十
一
年
二
月
五
日
、
復
員
命
令
に
て
平
良
港
を

出
帆
し
、
神
奈
川
県
浦
賀
港
に
上
陸
し
ま
し
た
、
二
月
九

日
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
マ
ラ
リ
ア
が
再
発
し
た
た
め

に
、
即
東
京
赤
羽
陸
軍
病
院
へ
入
院
せ
よ
で
し
た
。 

 

三
月
二
十
五
日
退
院
し
て
、
こ
こ
で
復
員
と
な
り
ま
し

た
。 

 

一
目
散
に
大
分
県
へ
帰
り
ま
し
た
が
、
列
車
は
鈍
行
で

遅
く
満
員
で
し
た
。
車
窓
か
ら
目
に
写
る
風
景
は
、
す
べ

て
破
壊
さ
れ
焼
野
ヶ
原
で
し
た
。
た
だ
呆
然
と
言
う
か
茫

然
自
失
の
状
態
で
し
た
。
大
分
の
駅
頭
に
て
両
親
の
顔
を

見
て
「
ホ
ッ
と
」
言
葉
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
十
六
歳
の

少
年
の
時
以
来
の
再
会
で
す
。
自
然
に
目
が
曇
り
ま
し
た
。

母
は
声
を
上
げ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
別
府
温
泉
に
親
子
三
人
で
一
泊
し
、
山
程
有
る

話
の
中
で
も
、
少
し
し
か
話
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長

兄
は
支
那
事
変
に
昭
和
十
二
年
か
ら
二
カ
年
間
行
っ
て
凱

旋
し
た
も
の
の
再
度
召
集
令
状
に
て
出
征
し
、
パ
レ
ン
バ

ン
に
落
下
傘
降
下
し
た
部
隊
で
し
た
。
次
兄
は
海
軍
の
志

願
兵
と
し
て
軍
務
に
服
し
、
二
等
巡
洋
艦
「
阿
武
隈
」
に

乗
務
し
、
後
に
駆
潜
艇
に
乗
組
み
、
昭
和
十
八
年
九
月
、

レ
イ
テ
島
ホ
ル
モ
ッ
ク
湾
に
て
九
十
人
の
戦
友
と
一
緒
に

艇
が
轟
沈
し
ま
し
た
。 

 

三
人
の
男
の
子
供
の
う
ち
二
人
無
事
に
帰
っ
た
こ
と
は

「
喜
ば
し
い
」
と
父
は
言
っ
た
の
で
す
が
、
母
に
と
っ
て

は
一
人
欠
け
た
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
寂
し
そ
う
で
し
た
。 
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こ
う
し
て
懐
か
し
き
故
郷
に
八
年
ぶ
り
に
帰
り
ま
し
た
。

山
も
小
川
も
古
び
た
家
々
も
少
し
も
変
わ
ら
ず
私
を
迎
え

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
熱
い
も
の
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。 

 

終
わ
り
に
臨
み
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
て
多
く
の
一

般
市
民
ま
で
の
犠
牲
者
、
ま
た
沖
縄
戦
に
て
も
逝
去
さ
れ

た
多
数
の
一
般
国
民
に
対
し
て
ま
し
て
は
、
私
は
言
葉
が

見
い
出
し
得
ま
せ
ん
。
た
だ
二
度
と
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な

戦
争
の
無
き
を
念
じ
ま
す
。 




